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Ⅰ 教科「農業」における評価の改善（ ）観点別評価規準の作成にむけて

（１） 教科目標、評価の観点及びその趣旨（研究指定校に示された資料）
１ 教科目標

農業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、農業の社会的な意義や役割を理解させるとともに、農

業に関する諸課題を主体的、合理的に解決し、農業の充実と社会の発展を図る創造的、実践的な能力と態度を育てる。

２ 評価の観点及び趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

農業に関する諸問題につい 農業に関する諸問題の解決 農業の各分野に関する基礎 農業の各分野に関する基

て関心をもち、その改善・ を目指して自ら思考を深 的・基本的な技術を身に付 礎的・基本的な知識を身に

向上を目指して意欲的に取 め、基礎的・基本的な知識 け、実際の仕事を合理的に 付け、農業の意義や役割を

り組むとともに、創造的、 と技術を活用して適切に判 計画し適切に処理するとと 理解している。

実践的な態度を身に付けて 断し、創意工夫する能力を もに、その成果を的確に表

いる。 身に付けている。 現する。

（２）各科目の評価の観点の趣旨（研究指定校に示された資料）

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解科目

農業生物の育成や農業 農業生物の育成の記録を 農業生物の育成や生産物 農業生物の育成や生産物の

農 の社会的な役割など農 分析するなど課題を多面 の利用など農業に関する 利用など農業に関する基礎

業 業と農業学習に興味・ 的に考察し、農業に関す 基礎的な技術を身に付け 的な知識を身に付け、農業、

科 関心をもち、農業生物 る基礎的な知識と技術を プロジェクトを適切に実 生物の特性と生育環境の関

学 の育成に関するプロジ 活用するなどして課題を 施するとともに、栽培や 係や育成の過程を理解して

基 ェクトを主体的に行う 適切に判断するととも 飼育の観察や考察などを いる。

礎 など課題の探究に意欲 に、その課題を科学的に 正確に表現する。

的に取り組むとともに とらえて合理的に解決す、

その課題を科学的にと る実践的な能力を身に付

らえて合理的に解決し けている。

ようとする実践的な態

度を身に付けている。

環境の保全・創造、農 環境調査の記録や農業生 環境の保全・創造や農業 環境の保全・創造や農業生

環 業生物の育成や環境と 物の育成の記録を分析す 生物の育成など環境と農 物の育成など環境と農業に

境 人間生活の関係など環 るなど課題を多面的に考 業に関する基礎的な技術を 関する基礎的な知識を身に

科 境と環境学習に興味・ 察し、環境と農業に関す 身に付け、プロジェクトを 付け、環境と人間生活の関

学 関心をもち、農業生物 る基礎的な知識と技術を 適切に実施するとともに、 係や農業生物の特性と栽培環

基 の育成に関するプロジ 活用するなどして課題を 栽培の観察や考察などを正 境の関係を理解している。
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礎 ェクトを主体的に行う 適切に判断するととも 確に表現する。

など課題の探究に意欲 に、その課題を科学的に

的に取り組むとともに とらえて合理的に解決す、

その課題を科学的にと る実践的な能力を身に付

らえて合理的に解決し けている。

ようとする実践的な態

度を身に付けている。

栽培技術の仕組みや作 作物の特性と栽培環境な 作物の生育と環境の調節 作物の生育と環境の調節及

作 物生産の役割など作物 どから作物の生育状態を 及び作物栽培の計画、管 び作物栽培の計画、管理、

の栽培と経営に関心を 多面的に考察し、その生 理、評価など作物の栽培 評価など作物の栽培と経営

物 もち、生育状態に応じ 育状態に応じた栽培管理 と経営に関する基本的、 に関する基本的、体系的な

た栽培管理を行うなど を科学的に判断するとと 体系的な技術を身に付け、 知識を身に付け、作物の栽

作物生産に意欲的に取 もに、栽培管理や作業体 育苗、中耕やかん排水など 培的、経営的特性と栽培技

。り組むとともに、栽培 系を改善するなど品質と 栽培の計画、管理、評価 術の仕組みを理解している

管理や作業体系を改善 生産性の向上を図る創造 を適切に実施するととも

するなど品質と生産性 的、実践的な能力を身に に、作物の生育診断や栽

の向上を図ろうとする 付けている。 培技術の評価など栽培や

創造的、実践的な態度 経営の状況を的確に表現

を身に付けている。 する。

食 食品加工の原理や食品 原材料の加工適性や食品 原材料の処理 食品加工 原材料の処理、食品加工、、 、

品 産業の役割など食品の 特性に応じた食品加工の 製造用機器の取扱いなど 製造用機器の取扱いなど食

製 製造に関心をもち、原 方法を多面的に考察し、 食品の製造と貯蔵に関す 品の製造と貯蔵に関する基

造 材料の加工適性や食品 食品加工の方法に応じた る基本的、体系的な技術 本的、体系的な知識を身に

特性に応じた食品の製 機械の利用や品質管理を を身に付け、食品の製造工 付け、原材料の加工適性、

造や貯蔵に意欲的に取 科学的に判断するととも 程と生産環境の管理を適切 食品特性と加工原理を理解

り組むとともに、食品 に、食品加工の方法、衛 に実施するとともに、食 している。

加工の方法、衛生管理 生管理や作業体系を改善 品の品質管理や工程管理

や作業体系を改善する するなど品質と生産性の など製造や貯蔵の状況を

など品質と生産性の向 向上を図る創造的、実践 的確に表現する。

上を図ろうとする創造 的な能力を身に付けてい

的、実践的な態度を身 る。

に付けている。

、 、造園空間の創造や緑地 造園の目的や周囲の環境 造園製図、植栽のデザイ 造園製図 植栽のデザイン

造 環境の役割など造園の 条件を多面的に考察し、 ン、環境条件の調査など 環境条件の調査など造園の

園 計画と設計に関心をも 目的、環境条件や緑化材 造園の計画・設計に関す 計画・設計に関する基本

計 ち、正確で美しい設計 料に応じた設計を合理的 る基本的、体系的な技術 的、体系的な知識を身に付

画 図の作成など造園の計 に判断するとともに、快 を身に付け、地割、動線や け、景観の提供や微気象の
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画と設計に意欲的に取 適な住宅庭園や生態系を 配植の重点など造園の計画 調節など緑地の機能を理解

り組むとともに、快適 重視した自然公園など目 を適切に実施するととも している。

な住宅庭園や生態系を 的や環境に応じた造園空 に、造園の計画や設計内

重視した自然公園など 間を構想する創造的、実 容を造園製図や造園デザ

目的や環境に応じた造 践的な能力を身に付けて インで正確に美しく表現

園空間を構想しようと いる。 する。

する創造的、実践的な

。態度を身に付けている

植 園芸作物の品質の改善 植物のもつ分化全能性や 無菌操作、培地の調製、 無菌操作、培地の調製、組

物 など植物に関するバイ 遺伝情報の伝達機能の利 組織培養や順化など植物 織培養や順化など植物バイ

バ オテクノロジーに関心 用を多面的に考察し、有 バイオテクノロジーに関 オテクノロジーの基本的、

イ をもち、植物の増殖能 用物質を効率的に生産す する基本的、体系的な技 体系的な知識を身に付け、

オ を活用した組織培養な るための培養方法や培養 術を身に付け、利便性と安 植物のもつ分化全能性や遺

テ どに意欲的に取り組む 素材について科学的に判 全性の追求を適切に実施 伝情報の伝達機能などの特

ク とともに、園芸作物の 断するとともに、園芸作 するとともに、無菌的条 性とバイオテクノロジーの

ノ 育種など植物バイオテ 物の育種など植物バイオ 件や組織培養の条件を正 技術的な特質を理解してい

ロ クノロジーを農業の各 テクノロジーを農業の各 確に表現する。 る。

ジ 分野で応用しようとす 分野で応用する創造的、

｜ る創造的、実践的な態 実践的な能力を身に付け

度を身に付けている。 ている。

園芸活動を活用した交 園芸活動や社会動物を活 交流活動や園芸セラピー 交流活動や園芸セラピーな

生 流活動など園芸作物や 用した交流活動を多面的 など園芸作物と社会動物 ど園芸作物と社会動物の活

物 社会動物の活用に関心 に考察し、交流活動の支 の活用に関する基本的、 用に関する基本的、体系的

活 をもち、園芸作物の栽 援、援助の方法について 体系的な技術を身に付け、 な知識を身に付け、園芸作

用 培、園芸デザインとそ 合理的に判断するととも 栽培や飼育など交流活動 物と社会動物の特性及び園

れらを活用した交流活 に、園芸作物や社会動物 の準備を適切に実施する 芸と動物を活用したセラピ

動に意欲的に取り組む を活用して生活の質の向 とともに、交流活動のプ ーの特質を理解している。

とともに、園芸作物や 上や健康の改善を図る創 ログラムを的確に表現す

社会動物を活用して生 造的、実践的な能力を身 る。

活の質の向上や健康の に付けている。

改善を図ろうとする創

造的、実践的な態度を

身に付けている。
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（３） 教科「農業」の目標からみた評価の観点
新学習指導要領に示された教科「農業」の目標は、平成１３年４月２７日付の通知に示された「各

教科の評価の観点及びその趣旨」との整合性が図られた点が特徴である。

教科「農業」の目標

農業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、農業の社会的な意義や

技能・表現の趣旨

知識・理解の趣旨

役割を理解させるとともに、農業に関する諸課題を主体的、合理的に解決し、農業の充実

知識・理解の趣旨 思考・判断の趣旨

と社会の発展を図る創造的、実践的な能力と態度を育てる。

関心・意欲・態度の趣旨

↓

教科 観 点 趣 旨

関心・意欲 農業に関する諸問題について関心を持ち、その改善・向上を目指して意欲

態度 的に取り組むとともに、創造的、実践的な態度を身に付けている。

農 思考・判断 農業に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め、基礎的・基本的な

知識と技術を活用して適切に判断し、創意工夫する能力を身に付けている。

業 技能・表現 農業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け、実際の仕事を合

理的に計画し、適切に処理するとともに、その成果を的確に表現する。

知識・理解 農業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、農業の意義や役

割を理解している。

（４）各学校における評価活動の改善に関する具体的手順
各学校においては、評価の見直しを全職員の共通理解のもとに進めていく必要がある。

教育課程審議会答申第２節５の「学校全体としての評価の取組」において、以下のように述べられ

ている。

（１）評価活動の充実のためには、各学校において日ごろから教員間の共通理解を図り、各教

、 。員が評価についての力量を高め 一体となって評価方法の改善充実に努めることが必要である

また、目標に準拠した評価を重視する上では、各学校における評価の根拠が明確で信頼でき、

保護者や児童生徒に説明できるものであることが重要である。

各学校においては、各教員が児童生徒の学習の状況を日頃からどのように把握し、指導に生

かしていくかなど、学校としての評価の方針、方法、体制などについて、校長のリーダーシッ

プの下、教員間の共通理解を図り、一体となって取り組むことが不可欠である。

（２）教員が評価についての考え方を深め、評価方法を改善したり、その結果を指導に生かし

たりするためには、教員一人一人が教育の専門職として自己研鑽に努めるとともに、学校全体

で校内研究・研修を通じて評価についての力量を高めることが重要である。
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この答申を踏まえ、農業高校における評価活動の充実に向けた手順を示す。

次ページに、学習指導要領の分析から総括的評価に至るまでの一連の評価活動の流れを示し、その

中で個々の評価活動の位置づけを明らかにした。学習指導要領にはその目標が示されており、指導計

画を立てる際には単元のねらいとしての目標をあげているはずである。したがって、それらの目標が

評価の対象（目標に準拠）になるのであり、それを と呼んでいる。「評価規準」

観点別評価規準の作成においては、観点間のバランスをとるために、単元の目標を細分化したり、

補うことが必要である。評価規準の示す範囲が大きすぎると、評価が曖昧になり、また逆に小さすぎ

ると、評価の回数が多くなり、煩雑である。どの程度の数に目標を具体化して評価規準にするかは、

科目や観点の性格、単元の大小によって異なる。

国立教育政策研究所から出された評価規準は、学習指導要領の内容のまとまりごとに設けられたも

のであり、研究指定校での試みを踏まえて、単元の評価に関する事例が示されている。このことは、

ことを示唆している。単元レベルでの評価規準を具体的に示すのが最も実際的である

以上のことを踏まえて、ここでは、 として各学校における評＜指導と評価計画の作成手順の流れ＞

価規準の作成から評価の実践さらには評価の総括にいたる流れを示した。この手順に従って評価の改

善を行っていく場合に想定される、評価規準表および年間学習指導計画表、さらには学習指導案を科

目「農業科学基礎」を例にとって作成し、実際の教育現場で活用できるように配慮した。
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（５） 指導と評価計画の作成手順の流れ

新 生
教科「農業の目標」 徒 ⇒学習指導要領等における教科「農業」の目標を

学 指 構成要素ごとに分析する。

導
各科目の 習 要 ⇒学習指導要領における科目の目標を構成要素ご

基礎・基本を踏まえ 録 とに分析する。

た 指目標の明確化

教 観
導 科 点

各科目の観点別目標 の の ⇒４つの観点から見た科目の目標を明確化する。

要 観 趣

点 旨

各単元の観点別目標 領 ⇒各単元ごとに、４観点別目標を明確化する。

各単元（学習の 各単元の到達目標 ⇒内容のまとまり（学習指導要領解説の「内容」

かたまり）ごと に準拠した 及び「内容の取り扱い ）ごとの到達目標を洗」

の到達目標 い出した上で観点別評価規準を作成する。観点別評価規準

（到達目標に準拠していること）

指導と評価の一体化

導方法の改善 ⇒指導と評価の一体化を図るための時後検証のた評価の工夫・改善

(方法､場面､時期) め、評価の方法、評価の場面、評価の時期を必

ず設定する。

（ ） 、指導計画・評価計画の立案 ⇒学習指導案 学習の指導と評価案 作成のため

指導項目ごとの目標を明確化し、それに準拠し

た評価規準を具体的に設定する。
教 育 実 践

⇒指導と評価の一体化を図るため教育実践におけ学習者に対する学習目標と

る評価活動の中で、指導の改善に生かす。評価規準、評価方法の提示

（上向き矢印）

観 点 別 評 価

観 点 別 評 価 の 総 括 ⇒評価の時期を学期末及び学年末とし総括方法は

各校や各科の工夫、統一による。
４ 観 点 の 総 括 評 価 観点別に総括する。

、 、 。⇒４観点の総括方法も 各校の工夫 統一による
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Ⅱ 評価規準表の構成
次ページより科目「農業科学基礎」の評価規準表を添付するが、ここでは添付した規準表がどの

ような構成であるかを示す。

各科目の目標（学習指導要領）

↓

観点別目標の設定

↓

評価規準の作成

内容のまとまりごとの評

価規準の作成

学習指導要領解説（農業編）

の「第２内容とその取扱い」

中の（１ （２ ・・） ）

↓
大単元ごとの到達目標の

作成

学習指導要領解説の「第２内

容とその取扱い」中のア、イ

↓
大単元ごとの評価規準の

作成

設定した目標に準拠した観点

別評価規準

↓
単 元 の 設 定

学習指導要領及び教科書をも

とに単元を設定

↓

単元全体の指導と評価を

行うのに必要と考えられ

る授業時数の設定

↓

授業実践における具体的

評価項目の設定

↓

それぞれの具体的評価項

目に番号を付す。
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科目「農業科学基礎」評価規準表
１ 科目の目標

農業生物の育成についての体験的、探究的な学習を通して、①農業に関する基礎的な知識と技術を習得させ、②農業及び農業学習についての興味・関心を高めると
ともに、③科学的思考力と問題解決能力を伸ばし、農業の各分野の発展を図る能力と態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨からみた科目の目標

関心・意欲・態度 ａ 農業生物の育成や農業の社会的な役割など農業と農業学習に興味・関心を持ち、農業生物の育成に関するプロジェクトを主体的に行う
など課題の探求に意欲的に取り組むとともに、その課題を科学的にとらえて合理的に解決しようとする実践的な態度を身につけている。

思考・判断 ｂ 農業生物の育成の記録を分析するなど課題を多面的に考察し、農業に関する基礎的な知識と技術を活用するなどして課題を適切に判断
するとともに、その課題を科学的にとらえて合理的に解決する実践的な能力を身につけている。

技能・表現 ｃ 農業生物の育成や生産物の利用など農業に関する基礎的な技術を身に付け、プロジェクトを適切に実施するとともに、栽培や飼育の観
察や考察などを正確に表現する。

知識・理解 ｄ 農業生物の育成や生産物の利用など農業に関する基礎的な技術を身に付け、農業生物の特性と生育環境の関係や育成の課程などを理解
している。

３ 内容のまとまりごとの評価規準
指導内容の構成 観 点 別 評 価 規 準

ａ ｂ ｃ ｄ
食料供給や環境保全など農業の 我が国の食料供給や環境保全を 農業の実態調査や統計調査の利 食料供給や環境保全など農業の

１農業と人間生活 社会的役割に関心をもち、農業と 多面的に考察し、食料供給の仕組 用に関する基礎的な技術を身に付 社会的な役割に関する基礎的な知
人間生活の関係の解明に意欲的に みや食料消費の特徴などから農業 け、調査結果を適切に活用すると 識を身付け、農業が人間の生活と
取り組むとともに、食料自給など の状況を適切に判断するととも ともに、調査記録やその考察を正 生存に深く関わっていることや経

① ② 我が国の農業の課題を探求しよう に、食料自給など我が国の農業の 確に表現する。 済的、社会的、文化的な側面で果
とする実践的な態度を身に付けて 課題を探求する実践的な能力を身 たしている役割を理解している。
いる。 に付けている。
農業生物の特性と生育環境に関 農業生物の生育環境などに関す 農業生物の生育環境の調節に関 農業生物の特性と生育環境に関

２農業生物と栽培環境 心をもち、環境要素などに関する る記録を多面的に考察し、農業生 する基礎的な技術を身に付け、実 する基礎的な知識を身につけ、農
実験やプロジェクトに意欲的に取 物の育成に生育環境が及ぼす影響 験やプロジェクトを適切に実施す 業生物の特性と生育環境が相互に
り組むとともに、農業生物の特性 を適切に判断するとともに、農業 るとともに、生育過程や生育環境 関係していることを理解してい

① ② ③ と生育環境やそれらの相互関係を 生物の特性と生育環境やそれらの を正確に表現する。 る。
科学的にとらえようとする実践的 相互関係を科学的にとらえる実践
な態度を身に付けている。 的な能力を身に付けている。
農業生物の栽培・飼育の過程に 農業生物や生育環境の管理を多 栽培・飼育やその生産物の利用 栽培・飼育やその生産物の利用

３農業生産の基礎 関心をもち、栽培・飼育のプロジ 面的に考察し、生育過程に即した に関する基礎的な技術を身に付 に関する基礎的な知識を身に付
ェクトを主体的に行うなど課題の 管理を適切に判断するとともに、 け、栽培や飼育のプロジェクトを け、栽培や飼育の過程と技術の仕
探求に意欲的に取り組むととも 栽培・飼育を科学的にとらえて合 適切に実施するとともに、計画、 組みなどを理解している。

① ② ③ に、栽培・飼育を科学的にとらえ 理的に実施する実践的な能力を身 管理や評価を正確に表現する。
て合理的に実施しようとする実践 に付けている。
的な態度を身に付けている。
農業学習やプロジェクト学習の 農業学習やプロジェクト学習の 農業学習、プロジェクト学習や 農業学習、プロジェクト学習や

４農業学習と学校農業 進め方と学校農業クラブ活動に関 テーマや方法を多面的に考察し、 学校農業クラブ活動に関する基礎 学校農業クラブ活動に関する基礎
クラブ活動 心をもち、プロジェクト学習によ プロジェクト学習などの遂行方法 的な技術を身に付け、専門分会活 的な知識を身に付け、それぞれの

る課題の探求に意欲的に取り組む を適切に判断するとともに、農業 動などを適切に実施するととも 学習の特徴を理解している。
② ③ とともに、農業学習を主体的、継 学習を主体的、継続的に実施する に、活動に関する考察を正確に表

続的に実施しようとする実践的な 実践的な能力を身に付けている。 現する。
態度を身に付けている。
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４ 指導項目ごとの目標に準拠した評価規準と評価計画

（１）農業と人間生活
指導項目 到達目標 評 価 規 準 単 元 単元 時 観 評価計画（具体の評価規準） 番号
大単元 ａ ｂ ｃ ｄ (農文教) (実教) 間 点（ ）

６ １ア 農 業 我が国と他 我が国の農業 我が国の農業 統計資料など 農業と食料供 第１章 第４章 ａ わが国の農業・農家の現状や食料自給について関心をも
ち、その特徴や問題点を考えようとしている。と 食 料 供 国の農業を土 や食品産業に関 や食品産業を多 から我が国の農 給に関する知識 １ 私た ①農業と

２給 地利用の形態 心をもち、農業 面的に考察し、 業生産や食料消 を身に付け、我 ちの暮ら 自然・社 ａ 人間の衣食住と農業について関心をもつことで、世界にお
ける農業の移り変わりを考えようとする。生産方法と技 生産や食料消費 生産と消費の関 費の特徴を読み が国の農業生産 しと農業 会とのか

３術等の観点か の特徴の解明に 係から農業の状 取り、その特徴 から食料消費ま かわり ｂ わが国の農業・農家の現状や食料自給について調べその結
果から問題点を明確にすることができる。ら対比して理 意欲的に取り組 況を適切に判断 や考察を正確に での仕組みの概

４解させ、農業 むとともに、我 するとともに、 表現する。 要と食料消費の ②我が国 ｂ 食品産業の現状について調べ、食生活のあり方についての
問題点を明確にすることができる。と生産技術及 が国の食料自給 我が国の食料自 特徴を理解して 第５章 の農業と

５び食料供給に の課題を探究し 給の課題を探究 いる。 １ 地域 食料供給 ｂ 食料供給の危機について調べ、その結果から問題点を明確
にすることができる。興味と関心を ようとする実践 する実践的な能 の自然環

６もち、我が国 的な態度を身に 力を身に付けて 境と地域 ③農業生 ｃ 統計資料などからわが国および世界の農業の現状や食料問
題について調べ、表やグラフにまとめることができる。の農業の課題 付けている。 いる。 農業 産と環境

７について考え の保全 ｄ わが国や世界の農業の現状や食料問題についての知識を身
に付け、その特徴や問題点を理解している。ることができ ２ わが

る。 国と世界 ④農業と
４ ８イ 農 業 農業と生態 農業の環境保 農業の環境保 実態調査など 農業と環境保 の食料・ 農村の役 ａ 農業の環境保全機能について関心を持ち 調べようとする、 。

９と 環 境 保 系や物質循環 全機能などに関 全機能や環境負 から農業の環境 全に関する知識 農業・農 割 ａ 地球規模での環境問題が、顕在化していることに関心を持
ち、その現状を調べようとしている。全 の関係を理解 心をもち、環境 荷を多面的に考 保全機能や環境 を身に付け、農 村

１０し、農業の環 保全機能の活用 察し、環境保全 負荷を読み取 業と自然環境の ⑤これか ｂ 自然生態系と農業生態系の違いについて調べ、農業生産の
特徴を明らかにすることができる。境保全機能と や環境負荷の低 機能の活用や環 り、その観察や 関係及び農業と ３ 広が らの農業

１１負荷の軽減に 減に意欲的に取 境負荷の低減を 考察を正確に表 物質循環のかか る農業・ ・農村 ｂ 農業の環境保全機能について、地域の実態を調査し、その
結果を表などにまとめることができる。関心をもち、 り組むととも 適切に判断する 現する。 わりを理解して 農村の役

１２農業生産の課 に、農業生産と とともに、農業 いる。 割 ｄ 我が国の農業技術とそれを支える自然環境の特徴を理解
し、その知識を身につけている。題について考 環境保全の課題 生産と環境保全

１３えることがで を探究しようと の課題を探究す ４ 地域 ｄ 農業の環境保全機能や多面的な役割について地域農業の実
態を通して具体的に理解している。きる。 する実践的な態 る実践的な能力 産業・文

１４度を身に付けて を身に付けてい 化創造と ｄ 環境を悪化させない農業技術を理解し、環境保全型農業に
ついての知識を身に付けている。いる。 る。 私たちの

課題

４ １５ｳ 農業の 農業には、 農業と人間生 農業と人間生 実態調査など 農業のアメニ ａ 農業の役割と人間生活とのかかわりについて、自分の生活
と結びつけて考えようとしている。多 面 的 な 食料供給や環 活のかかわりに 活のかかわりを から農業と人間 ティ保全機能や

１６役割 境保全機能と ついて関心をも 多面的に考察 生活の多様なか 対人サービス機 ａ 地域農業のすがたと役割について関心をもち、その実態に
ついて調べようとしている。ともに、景観 ち、農業が多面 し、農業が多面 かわりを読み取 能などの知識を

１７形成や保健休 的な役割を果た 的な役割を果た り、その観察や 身に付け、農業 ａ 農業と農村の役割について関心をもち、これからの農業と
農村のあり方について見いだそうとしている。養などのアメ す上での課題を す上での課題を 考察を正確に表 には多面的な役

１８ニテ 保全機 探究しようとす 探究する実践的 現する。 割があることを ａイ 農業と人間生活の関わりについて関心を持ち、多面的な役
割を見いだそうとしている。能と農業生物 る実践的な態度 な能力を身に付 理解している。

１９などを活用し を身に付けてい けている。 ｂ 農業と人間生活のかかわりについて考察し、農業が果たす
多面的な役割を明らかにすることができる。た対人サービ る。

２０スの機能など ｂ 農業と人間生活の関わりを考察し、農業と農村の関係につ
いて明確にすることができる。多面的な役割
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２１があることを ｃ 地域の実態調査などから農業の環境保全機能や人間生活と
の多様なかかわりを読みとり正確に表現することができる。理解する。

２２ｃ 地域における農業の多面的な役割について調べ、その結果
をまとめることができる。

２３ｄ 農業の多面的な役割について理解し、その知識を身に付け
ている。

２４ｄ 農業・農村のもつ社会的な機能を理解し、その知識を身に
付けている。

（２）農業生物と栽培環境
指導項目 到達目標 評 価 規 準 単 元 単元 時 観 評価計画（具体の評価規準） 番号
大単元 ａ ｂ ｃ ｄ (農文協) 実教 間 点（ ） （ ）

６ ２５ア 農 業 農業生物の 農業生物の生 農業生物の生 農業生物の観 作物の生育過 第２章 第２章 ａ 自然界と農耕地の違いについて関心をもち、具体的な事例
で考えようとしている。生 物 の 特 発芽から結実 理・生態的な特 育過程を多面的 察や測定に関す 程や光合成など １ 動植 ① 人 間

２６性 までの成育過 性や生育過程に に考察し、生育 る基礎的な技術 の生理作用に関 物の生き と 植 物 ａ 自然生態系と農業生態系の違いについて資料を活用して進
んで考えようとしている。程、光合成及 関心をもち、生 の規則性から生 を身に付け、観 する基礎的な知 方と栽培 ・ 動 物

２７び呼吸や養分 理・生態などの 育状況を適切に 察や測定の記録 識を身に付け、 ・飼育 と の か ａ 動植物の共通の性質について関心をもち、栽培や飼育の仕
組みについて考えようとしている。吸収などの生 観察に意欲的に 判断するととも から生育状況を 生理・生態的な かわり

２８理作用に関す 取り組むととも に、生育状況な 正確に表現す 特性と生育の規 ａ 人間と植物・動物との関係から、人間と植物・動物とのか
かわりを調べようとしている。る基礎的な知 に、生育状況な どを科学的にと る。 則性を理解して ② 作 物

２９識を習得し、 どを科学的にと らえる実践的な いる。 の 一 生 ａ 作物栽培とその管理作業を考えることで栽培のしくみを考
えようとしている。農業生物の生 らえようとする 能力を身に付け 家畜の生育過 ２ 栽培 と 栽 培

３０理生態的な特 実践的な態度を ている。 程や行動特性な ・飼育の の し く ａ 動物の飼育について関心をもち、家畜の飼育と一生につい
て考えようとしている。性と生育の規 身に付けてい どに関する基礎 しくみと み

ｂ ３１則性について る。 的な知識を身に 技術 作物の成長と管理作業について、科学的な見方で考察する
ことができる。理解する。 付け、生理・生 ④ 家 畜

ｂ ３２態的な特性と生 の 一 生 家畜の飼育と環境について、科学的な見方で考察すること
ができる。育の規則性を理 と飼育

ｂ ３３解している。 ３ 栽培 農業生物の生育過程について継続的な学習を通して調べ、
生育の規則性を見いだすことができる。環境と環 ③ 作 物

ｂ ３４境保全型 を と り 自然生態系と農業生態系の違いについて、エネルギーや物
質の流れで考えることができる。農業の基 ま く 環

ｂ ３５礎 境 と そ 動植物の環境に対する適応戦略について調べ、栽培や飼育
への応用について考えることができる。の管理

ｂ ３６動物と植物の生命活動について調べ、科学的な見方で考察
することで農業生物の特徴を明らかにすることができる。

ｃ ３７農業生物の観察や測定の記録から、生育状況を表やグラフ
にまとめることができる。

ｃ ３８基本的な栽培技術を身に付け、作物の管理作業について適
切に実施することができる。

ｃ ３９基本的な飼育技術を身に付け、家畜の飼育を適切に実施す
ることができる。

ｃ ４０栄養成長と生殖成長について、条件の違いなどを表にまと
めることができる。

ｃ ４１生育段階に応じた管理作業の手順や内容を理解し、実際に
管理することができる。

ｄ ４２栽培飼育のプロジェクト学習を通して、農業生物の共通の
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性質と栽培・飼育についての基礎的知識を身に付けている。
ｄ ４３栽培植物・飼育動物の種類や管理について、基礎的な知識
を身に付けている。

ｄ ４４農業生物の生育過程などの生理作用に関する基礎的な知識
を身に付けている。

４５イ 栽 培 光、大気な 栽培環境の要 栽培環境を多 栽培環境の観 栽培環境の気 ａ10 作物の生育と養分の関係に関心をもち、必要な養分や肥料
について調べようとしている。環 境 の 要 ど 気 象 的 要 素に関心をも 面的に考察し、 察や調査に関す 象的要素、土壌

４６素 素、土の組成 ち、栽培環境の 農業生物に栽培 る基礎的な技術 的要素に関する ａ イネの病気や害虫、水田の雑草に関心をもち、その生態や
害について調べようとしている。や構造など土 観察に意欲的に 環境が及ぼす影 を身に付け、観 基礎的な知識を

４７壌的要素、雑 取り組むととも 響を適切に判断 察や調査の記録 身に付け、農業 ａ 栽培環境の要素に関心を持つことで、作物栽培と環境につ
いて考えようとしている。草や微生物な に、農業生物と するとともに、 などから栽培環 生物の生育に栽

４８ど生物的要素 環境要素との関 農業生物と環境 境の状況を正確 培環境の要素が ｂ イネの栽培環境のうち、害をおよぼす要素について調べ、
防除について判断することができる。に関する基礎 係を科学的にと 要素との関係を に表現する。 及ぼす影響を理

４９的な知識を習 らえようとする 科学的にとらえ 解している。 ｂ 栽培環境と管理作業について調べ、科学的な見方で考える
ことができる。得し、栽培環 実践的な態度を る実践的な能力

５０境の各要素が 身に付けてい を身に付けてい ｃ イネの病気や害虫、水田の雑草についての調査方法を身に
付け、結果を正確に表現できる。作物など農業 る。 る。

ｃ ５１生物の生育に 病害虫の防除や除草を理解し、確実に行うことができる。
ｄ ５２影響を及ぼす 病害虫の名前や雑草の種類を理解し、その防除法等の知識
を身に付けている。ことを理解す

５３る。 ｄ 作物と環境の相互関係を理解し、栽培環境の要素に関する
基礎的な知識を身につけている。

５４ｄ 作物に必要な養分と施肥の方法について基礎的な知識を身
に付けている。

５５ｄ イネの病気や害虫、水田の雑草について基礎的な知識を身
に付け、防除の方法を理解している。

５６ｄ 栽培環境の要素に関する基礎的な知識を身に付け、作物と
環境についての相互関係を理解している。

５７ｄ 農業生態系の持続的利用についての知識を身に付け、環境
を保全する農業を理解している。

（３）農業生産の基礎
指導項目 到達目標 評 価 規 準 単 元 単元 時 観 評価計画（具体の評価規準） 番号
大単元 ａ ｂ ｃ ｄ (農文協) 実教 間 点（ ） （ ）

【栽培ではイネを例として取り上げる】ア 農 業 栽培は、播 作物栽培や家 作物栽培や家 は種や定植な は種や定植な 第３章 第３章 70
５８生 物 の 栽 種や収穫等の 畜飼育に関心を 畜飼育を多面的 ど作物の管理と ど作物の管理と １ 種子 栽 培 と ａ プロジェクト学習に関心をもち、イネの栽培プロジェクト

に意欲的に取り組もうとしている。培・飼育 作物管理、除 もち、栽培・飼 に考察し、生育 除草やかん水な 除草やかん水な を利用す 飼 育 の
ａ ５９草、施肥やか 育に関するプロ 過程に即した管 ど栽培環境の管 ど栽培環境の管 る植物の プ ロ ジ イネの性質や栽培について関心をもつことで、自ら学習し
ようとしている。ん水等の栽培 ジェクトに意欲 理技術を適切に 理に関する基礎 理に関する基礎 栽培と利 ェクト

ｂ ６０環境の管理に 的に取り組むと 判断するととも 的 的な知識を身に 用 イネの形状と栽培上の性質から、正しい栽培方法を考える
ことができる。関する知識と ともに、栽培や に、栽培や飼育 な技術を身に付 付け、作物の特 ①イネ

ｄ ６１技 術 を 習 得 飼育の技術の仕 の技術の仕組み け、栽培のプロ 性、栽培環境と ２ 果実 ②ﾄｳﾓﾛｺ イネの栽培プロジェクトの進め方を身に付け、ねらいを理
解している。し、作物の特 組みを科学的に を科学的にとら ジェクトを適切 それらの管理技 を利用す ｼ

ａ ６２性、栽培環境 とらえようとす える実践的な能 に実施するとと 術の相互関係を る植物の ③ ダ イ たねもみの構造やよしあしに関心をもち、発芽の条件を考
えようとしている。及び管理技術 る実践的な態度 力を身に付けて もに、観察や考 理解している。 栽培と利 ズ

いる。 ｂ ６３の相互関係を を身に付けてい 察を正確に表現 給餌や健康診 用 ④ｷｭｳﾘ たねもみの構造について観察により調べ、たねもみのよし
あしを判断することができる。理解する。 る。 する。 断などの家畜管 ⑤ ス イ

ｂ ６４給餌や健康診 理と消毒や除糞 カ よいたねもみとわるいたねもみについて調べ、その結果か
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らよいたねもみを選ぶことができる。断など家畜管理 などの飼育環境 ３ 葉や ⑥ ト マ
ｄ ６５と消毒や除糞な の管理に関する 茎、根を ト たねもみの構造とよしあしが分かり、発芽の条件を理解し
ている。どの飼育環境の 基礎的な知識を 利用する ⑦ﾊｸｻｲ

ｄ ６６管理に関する基 身に付け、家畜 植物の栽 ⑧ﾀﾞｲｺﾝ 発芽に必要な条件についての知識を身に付けている。
ａ ６７礎的な技術を身 の特性、飼育環 培と利用 ⑨キク 苗づくりやたねまきに関心をもち、実習に意欲的に取り組
もうとしている。に付け、飼育の 境とそれらの管 ⑩ 花 壇

ｂ ６８プロジェクトを 理技術の相互関 ４ 草花 用草花 塩水選によるたねもみのよしあしの判断ができる。
ｂ ６９適切に実施する 係を理解してい ・ハーブ 苗の調査の結果から、苗のよしあしの判断ができる。
ｂ ７０とともに、観察 る。 の栽培と 生育診断の結果から、苗のよしあしの判断ができる。
ｃ ７１や考察を正確に 利用 塩水選や消毒及び芽だしの基本的な操作ができ、的確なた
ねまきをすることができる。表現する。

ｃ ７２苗の管理の仕方を身に付け、苗の生育についての記録を正
確に表現することができる。

ｃ ７３正しいたねまきや育苗管理を理解し、確実に行うことがで
きる。

ｄ ７４たねもみの予措について理解し、その知識を身につけてい
る。

ｄ ７５苗づくりのねらいが分かり、たねまきや苗の管理について
の知識を身に付けている。

ａ ７６水田の特徴や田植えに関心をもち、実習に意欲的に取り組
もうとしている。

ｂ ７７水田の土と水の性質から、水田の特徴を明らかにすること
ができる。

ｂ ７８植え付けの方法について調べ、正しい植え付けが判断でき
る。

ｃ ７９イ 農 業 付加価値を 農業生産物の 農業生産物の 付加価値を高 付加価値を高 正しい植え付けの方法を理解し 確実に行うことができる、 。
ｃ ８０生 産 物 の 高める利用や 加工、利用や保 加工、利用や保 める加工や利用 める加工や利用 施肥や耕うん・しろかきおよび田植えの実習が適切にでき
る。利用 加工について 存に関心をも 存の過程を多面 に関する基礎的 に関する基礎的

ｃ ８１の基礎的な知 ち、農業生産物 的に考察し、農 な技術を身に付 な知識を身に付 正しい施肥量の結果から 本田の準備を行うことができる、 。
ｄ ８２識と技術を習 の良否を科学的 業生産物の良否 けている。 け、農業生産物 水田の特徴を理解し、施肥や耕うん・しろかきおよび田植
えについての知識を身に付けている。得するととも にとらえようと を の良否が加工等

ｄ ８３に、農業生産 する実践的な態 科学的にとらえ の良否に与える 水田の機能を理解し、その知識を身に付つけている。
ａ ８４物の良否が加 度を身に付けて る実践的な能力 影響を理解して イネの構造やしくみに関心をもち、分げつの出方や法則性
を考えようとしている。工等の良否に いる。 を身に付けてい いる。

ｂ ８５与える影響に る。 イネの分げつの出方から、イネの良い生育の状態を推定す
ることができる。ついて理解す

ｄ ８６る。 イネの構造やしくみを理解し、分げつの出方が説明できる。
ｄ ８７葉 茎 根の構造や仕組みに関する知識を身に付けている、 、 。
ａ ８８水田の水管理が生育段階で異なることから、適切な水管理
の方法を考えようとしている。

ｃ ８９ウ 農 業 農業生産に 農業生産の計 農業生産の過 農業生産に関 農業生産の計 生育段階に応じた管理作業の手順や内容を理解し、実際に
管理することができる。生 産 の 計 関する計画の 画、管理、評価 程を科学的に考 する計画の作 画、管理、評価

ｄ ９０画 ・ 管 理 作成、管理の に関心をもち、 察し、プロジェ 成 管理の手順 に関する知識を、 、 水田の水管理の方法を理解し、生育段階に応じた管理の方
法を説明できる。・評価 手順、観察、 計画の作成など クトの実施状況 まとめや評価な 身に付け、その

ａ ９１記録と分析の に意欲的に取り を適切に判断す どの方法を身に 方法を理解して 追肥の大切さに関心をもち、適期に施すことの必要性を考
えようとしている。方法、まとめ 組むとともに、 るとともに、農 付け、観察や考 いる。

ｂ ９２と評価の方法 農業生産を合理 業生産を合理的 察を正確に表現 追肥時期の判定の観察を通して、的確な追肥の時期を判定
することができる。などを理解し 的に実施しよう に実施する実践 する。
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と ｂ ９３ている。 する実践的な 的な能力を身に 水管理や追肥のやり方とイネの生育の関係について、考え
ることができる。態度を身に付け 付けている。

ｃ ９４ている。 追肥の適期を判断し、追肥を行うことができる。
ｄ ９５追肥の仕方を身に付け、適期に施すことを理解している。
ｃ ９６病害虫の防除や除草を理解し、確実に行うことができる。
ｄ ９７病害虫の名前や雑草の種類を理解し、その防除法等の知識
を身に付けている。

ａ ９８出穂後の生育診断に関心をもち、生育状態や収量について
考えようとしている。

ｂ ９９生育診断の結果から、地上部の生育のよしあしの判断がで
きる。

100ｃ 生育調査の結果を表にまとめ、診断の結果を明らかにする
ことができる。

101ｄ 出穂後の生育診断の方法を身に付け、結果から生育のよし
あしや収量予想について説明できる。

102ａ イネの開花・受精について関心をもち、そのしくみについ
て調べようとしている。

103ｄ イネの開花・受精について他の植物と比較して理解し、そ
の知識を身に付けている。

104ｄ 開花・受粉・結実の仕組みについての知識を身に付けてい
る。

105ａ 米粒の発達の仕方の観察から、収穫の適期を見いだそうと
している。

106ｂ 米粒の発達の仕方の観察から 収穫の適期の判定ができる、 。
107ｂ 米粒の成熟の過程について調べ、収穫適期を明確に判断で

きる。
108ｄ 米粒の発達の仕方が分かり、収穫適期の判定の仕方を理解

している。
109ａ イネの収量調査により、収穫についての期待をもとうとし

ている。
110ｂ 収量調査の結果を考察し、栽培の過程と結びつけて問題点

を明確にすることができる。
111ｃ 収量構成要素のそれぞれの調査・計算が的確にでき、その

結果を表にまとめることができる。
112ｃ 収量診断の方法を理解し、実施することができる。
113ｄ 収量調査に関する基礎的な知識を身に付け、その結果を栽

培の過程と結びつけて理解している。
114ｃ 収量調査の目的や方法について説明できる。
115ａ 稲刈りやその調整に関心をもち、意欲的に実習に取り組も

うとしている。
116ｃ 稲刈りやその調整についての基本的な技術を身に付け、正

確に実施することができる。
117ｃ 収穫から調整までの作業手順を理解し、実施することがで

きる。
118ｄ 収穫と調整に関する基礎的な知識を身に付けている。
119ｃ 食味試験の結果から、米の評価を表にまとめることができ

る。
120ｄ 米の加工品について理解し、その知識を身に付けている。
121ａ イネの生育調査を通して、草丈や葉数の変化を科学的に考
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えようとしている。
イネの生育の進み方から、生育のよしあしの判断ができ、ｂ

その特徴を明らかにできる。
イネの生育調査が正確にでき、その結果を表にまとめるこｃ

とができる。
122ｃ イネの生育についての基礎的な知識を身に付け、生育の結

果を説明できる。
123ａ イネの生育調査の結果から、生育のよしあしを見つけだそ

うとしている。
124ｂ イネの生育調査の結果から、生育のよしあしを判断するこ

とができる。
125ｃ イネの生育調査の結果について表やグラフにまとめること

ができる。
126ｃ イネの生育の進み方を理解し、調査の結果からイネの生育

状態について説明できる。
127ａ イネの栽培プロジェクトの結果に関心をもち、意欲的にま

とめようとしている。
128ｂ プロジェクトの結果を考察し、評価や反省を明確にするこ

とができる。
129ｂ 設定した課題に対する結果をまとめ、その結果から問題点

を明確にすることができる。
130ｃ プロジェクトの結果を表やグラフにまとめ、分かりやすく

発表することができる。
131ｃ 栽培作業や実験・観察・調査などの記録から、プロジェク

トの結果をまとめることができる。
132ｃ プロジェクト発表を行い、取り組んだ課題について的確に

発表することができる。
133ｄ イネの栽培についての基礎的な知識を身に付け、プロジェ

クト学習について理解している。
134ｄ 反省・評価を行い、次のプロジェクトへ発展させることが

できる。
135

136

【飼育ではニワトリを例として取り上げる】第４章 第３章 30
137１ 飼育 栽 培 と ａ 動物の特徴と飼育について関心をもち、進んで調べようと

している。学習の基 飼 育 の
138礎 プ ロ ジ ａ 動物の飼育について関心をもつことで、家畜の一生と飼育

について考えようとしている。ェクト
139２ ニワ ｂ 家畜の飼育と環境について、科学的な見方で考えることが

できる。トリの飼 ⑪ﾆﾜﾄﾘ
140育と利用 ｃ 基本的な知識と飼育技術を身に付け、適切に実施すること

ができる。
141３ イヌ ｄ 動物の特徴について基礎的な知識を身に付け、飼育の仕方

を理解している。の飼育と
142しつけ ｄ 家畜に関する基礎知識を身に付けている。
143ａ ニワトリ（ブロイラー）の飼育に関心をもち、そのプロジ

ェクトに意欲的に取り組もうとしている４ 実験
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144動物（マ ａ ニワトリの飼育や性質について関心をもつことで、自ら学
習しようとしている。ウス）の

145飼育と解 ｂ ニワトリの飼育計画を立て、問題点を明確にすることがで
きる。剖

146ｃ 生育段階に応じた管理作業の手順や内容を理解し、実際に
管理することができる。

147ｄ ニワトリ（ブロイラー）の飼育に関する基礎的な知識を身
に付け、飼育計画を理解している。

148ｃ ふ卵器を操作して、ふ化させることができる。
149ｄ 卵の構造を理解し、その性質を理解している。
150ａ ひなの特徴に関心をもち、意欲的に飼育をしようとしてい

る。
151ｃ ひなの観察が正確にでき、ひなの良否の判定が明確にでき

る。
152ｃ 育雛の各段階に応じて必要な飼料を考え、的確に判断する

ことができる。
153ｂ 飼料の給餌と体重増加の関係について考察し、適切な給餌

量が判断できる。
154ｃ 育雛器の飼育方法を理解して、適切に管理を行うことがで

きる。
155ｃ ニワトリ（ブロイラー）の飼育管理に関する基礎的な技術

を身に付け、成長について表やグラフで正確に表現できる。
156ｄ ひなの特徴を理解し 適切な管理の方法を身に付けている、 。
157ｄ ニワトリ（ブロイラー）の飼育管理に関する基礎的な知識

を身に付け、適切な管理方法を理解している。
158ａ ニワトリ（ブロイラー）の生育に適する鶏舎について、考

えようとしている。
159ｄ ニワトリ（ブロイラー）の飼育方法について理解し、鶏舎

の整備の仕方を身に付けている。
160ｃ 産卵鶏の特性を知り、産卵の仕組みを説明できる。
161ｃ 多産鶏と小産鶏の見分け方を習得している。
162ｂ 病気と対策について調べ、的確に判断することできる。
163ａ ニワトリ（ブロイラー）の加工について関心をもち、解体

実習に意欲的に取り組もうとしている。
164ｂ ニワトリの体の構造を考え、合理的な解体方法をおこなう

ことができる
165ｃ 付加価値を高める加工についての基礎的な技術を身に付け

ている。
166ｄ 解体や加工に関する基礎的な知識を身に付け、鶏肉の良否

について理解している。
167ａ 自分たちで栽培・飼育した食料を食べることで、食料につ

いての考えを深めようとしている。
168ｂ 試食により、プロジェクトの成果について考察を深めるこ

とができる。
169ｃ 食味の評価の結果をまとめ 正確に表現することができる、 。
170ｄ 栽培や飼育の基礎的な知識を身に付け、食料生産の大切さ

を理解している。
171ａ ニワトリの飼育プロジェクトの結果に関心をもち、意欲的

にまとめようとしている。
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172ｂ プロジェクトの結果を考察し、評価や反省を明確にするこ
とができる。

173ｃ プロジェクトの結果を表やグラフにまとめ、分かりやすく
発表することができる。

174ｃ 飼育作業や実験・観察・調査など結果から、記録を表やグ
ラフにまとめることができる。

175ｃ プロジェクト結果から、取り組んだ課題について的確にま
とめ発表することができる。

176ｄ ニワトリ（ブロイラー）の飼育についての基礎的な知識を
身に付け、プロジェクト学習について理解している。

177ｄ プロジェクトで設定した課題に対する結果を考察し、説明
することができる。

178ｄ 反省・評価を行い、次のプロジェクトへ発展させることが
できる。

（４）農業学習と学校農業クラブ活動
指導項目 到達目標 評 価 規 準 単 元 単元 時 観 評価計画（具体の評価規準） 番号
大単元 ａ ｂ ｃ ｄ (農文教) 実教 間 点（ ） （ ）

179ア 農 業 農業学習に 農業学習の特 農業学習にお 農業学習に関 農業学習に関 第１章 第１章 ２ ａ 農業学習は生命体に働きかける学習であることに関心をも
ち、その学習に意欲的に取り組もうとしている。学 習 の 特 関する基礎的 質に関心をも ける観察や活動 する基礎的な技 する基礎的な知 ２ 農業 ① 生 き

180質 な知識を身に ち、栽培・飼育 の記録を多面的 術を身に付け、 識を身に付け、 科学基礎 物 か ら ａ 生き物を育て学ぶことから、農業学習に興味関心を持とう
としている。付け、農業学 などの実際的な に考察し、基礎 実験・実習を適 農業学習の特徴 と私たち 学 ぶ 楽

181習の特徴を理 学習に継続的に 的な知識・技術 切に実施すると を理解してい の学び しさ ａ 生き物の日々の成長から、農業学習の楽しさや難しさを感
じとろうとしている。解する。 取り組むととも に基づいて記録 ともに、観察や る。

182に、農業学習を を適切に評価 活動の記録を正 ② 農 業 ｂ 観察や記録の活動をとおして、科学的な思考や判断ができ
る。科学的に実施し し、農業学習を 確に表現する。 の 学 び ｃ

183ようとする実践 科学的に実施す 方 ｄ 観察や記録の結果をまとめ、正確に表現できる。
184的な態度を身に る実践的な能力 ｄ 農業生物の育成の学習を通して、農業学習の方法を身に付

け、農業学習が、総合科学的な学習であることを理解してい付けている。 を身に付けてい
る。る。

185ｄ 農業学習は、農業生物の育成の体験学習を通して、学習方
法を身に付けることを理解している。

186イ プ ロ 農業生物の プロジェクト プロジェクト プロジェクト プロジェクト ３ プロ 第１章 ４ ａ プロジェクト学習に関心をもち、意欲的に取り組もうとして
いる。ジ ェ ク ト 育成の学習を 学習の進め方に 学習の進め方を 学習に関する基 学習に関する基 ジェクト ③ プ ロ

187学習 通して、実際 関心をもち、プ 多面的に考察 礎的な技術を身 礎的な知識を身 学習とそ ジ ェ ク ａ プロジェクト学習を活用して、自ら進んで学習に取り組も
うとしている。的な栽培・飼 ロジェクト学習 し、進め方の適 に付け、プロジ に付け、プロジ の発展 ト 学 習

188育を生徒が主 に主体的に取り 否を適切に判断 ェクト活動の記 ェクト学習の特 の方法 ｂ プロジェクトの目的や課題について調べ、その結果から問
題の特徴を明らかにできる。体的、計画的 組むとともに、 する 録や考察を正確 徴を理解してい 第２章

189に実施するこ 課題をもって取 とともに、プロ に表現する。 る。 ３ 栽培 ｃ プロジェクト活動の成果について、正確に表現し、発表で
きる。とによって、 り組もうとする ジェクト学習に ・飼育の

190学習内容を農 実践的な態度を 課題をもって取 プロジェ ｄ プロジェクト活動の４つの遂行過程を理解し、進め方を身
に付けている。業の各分野の 身に付けてい り組む実践的な クトの進

現実に結びつ る。 能力を身に付け め方
けて習得する ている。
学習方法であ
ることを理解
する。
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191ウ 学 校 学校農業ク 学校農業クラ 学校農業クラ 学校農業クラ 学校農業クラ ４ 学校 第１章 ４ ａ 学校農業クラブ活動に関心をもち、その活動に積極的に取
り組もうとしている。農 業 ク ラ ラブは農業教 ブ活動に関心を ブ活動の内容を ブに関する基礎 ブ活動に関する 農業クラ ④ 学 校

192ブ活動 育の一環とし もち、専門分会 多面的に考察 的な技術を身に 基礎的な知識を ブ活動 農 業 ク ｂ 科学性・社会性・指導性の三つの目標の実現を目指す取り
組みについて自ら判断できる。て行う学習活 活動やプロジェ し、活動の適否 付け、専門分会 身に付け、学校 ラ ブ 活

193動であり、活 クト活動に意欲 を適切に判断す 活動などを適切 農業クラブ活動 動 ｃ プロジェクト学習の方法を身に付け、実際におこなうこと
ができる。動を通して農 的に参加し、自 るとともに、目 に実施するとと の目的を理解し ｄ

194業各分野の学 主的に取り組む 的を達成する実 もに、活動の記 ている。 ｃ 学校農業クラブ活動の目的と内容を説明できる。
195習の成果を確 とともに、目的 践的な能力を身 録や考察を正確 ｄ 学校農業クラブ活動に関する基礎的な知識を身に付け、そ

の目的を理解している。実 に 定 着 さ を達成しようと に付けている。 に表現する。
せ、主体的、 する実践的な態
自律的に学習 度を身に付けて
する態度を育 いる。
成する学習活
動であること
を理解する。
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Ⅲ 指導と評価の年間計画表の構成
次ページより科目「農業科学基礎」の年間計画表を添付するが、ここでは添付した計画表がどの

ような構成になっているかを示す。

１ 評価計画に主眼をおいた年間学

習指導計画表の構成

科目の目標

↓
観点別目標の設定

評価規準表より転記

↓
内容のまとまり

学習指導要領の「第２内容及び内

容の取扱い」中の（１ （２ ・・） ）

・ の項目を記載

↓
（評価規準表）大単元

時期及び使用教科書に準拠して

記載

大単元番号

評価の総括段階で活用

↓
（評価規準表）単元

評価規準表に記載されている単元

名を記載

単元記号

評価の総括段階で活用

↓
単元ごとの到達目標

評価規準表に示された大単元の目

標に準じて到達目標を設定

↓
学習内容

教科書の内容から学習内容を計画

↓
具体の評価規準の設定

評価規準表に示された具体の評価

規準の番号を記載

↓
評価の場面・方法の設定

具体的評価項目の評価の場面・方

法を記載
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科目「農業科学基礎」年間指導計画表

年 間 指 導 計 画 表
教科・ 科目 農業・農業科学基礎 学 年 １ 年 指導クラス 検
単 位 数 ２単位 使用教科書 指導者名 印農業科学基礎（実教）

１ 科目の目標
農業生物の育成についての体験的、探究的な学習を通して、農業に関する基礎的な知識と技術を習得させ、農業及び農業学習についての興味・

関心を高めるとともに、科学的思考力と問題解決能力を伸ばし、農業の各分野の発展を図る能力と態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨からみた科目の目標
関心、意欲、態度 ａ 思考・判断 ｂ 技能・表現 ｃ 知識・理解 ｄ

農業生物の育成や農業の社会的 農業生物の育成の記録を分析す 農業生物の育成や生産物の利用 農業生物の育成や生産物の利用
な役割など農業と農業学習に興味 るなど課題を多面的に考察し、農 など農業に関する基礎的な技術を など農業に関する基礎的な技術を
・関心を持ち、農業生物の育成に 業に関する基礎的な知識と技術を 身につけ、プロジェクトを適切に 身につけ、農業生物の特性と生育
関するプロジェクトを主体的に行 活用するなどして課題を適切に判 実施するとともに、栽培や飼育の 環境の関係や育成の課程などを理
うなど課題の探求に意欲的に取り 断するとともに、その課題を科学 観察や考察などを正確に表現する 解している。。
組むとともに、その課題を科学的 的にとらえて合理的に解決する実
にとらえて合理的に解決しようと 践的な能力を身につけている。
する実践的な態度を身につけてい
る。

３ 指導及び評価計画
月 旬 内容のまと 指導項目 単 元 単元ごとの 学習内容 時 評 価 計 画 評価の場

まり （大単元） 到達目標 間 ａ ｂ ｃ ｄ 面・方法
４ 中 農業学習と １ 農業学習の特 ア ①生き物から学ぶ 農業学習の楽しさや 人間と生き物との １ 行動観察180

学校農業ク 質 ②生き物の日々の成 むずかしさを感じ取 かかわり方 行動観察181
ラブ活動 (第１章 長 り、農業学習に興味 生命体の持つ神秘

１ 生き物か ③生き物の不思議さ ・関心がもてる。
ら学ぶ楽しさ イ ①農業学習と教材 農業学習の特質を理 農業学習と教材・ プリント182
２ 農業の学 ②農業学習の特質 解し、積極的に農業 農業学習の特質・ プリント183
び方) ③農業学習の方法 学習に取り組む姿勢 方法 プリント184

を身につける。
２ プロジェクト ウ ①プロジェクト学習 プロジェクト学習の プロジェクト学習 １ 行動観察187
学習 とは 方法を理解し、プロ の方法・進め方・ プリント188
(第１章 ②プロジェクト学習 ジェクト学習を農業 まとめ・進展 レポート189
３ プロジェ の進め方 学習に生かせるよう 実技試験190
クト学習の方 ③プロジェクト学習 になる。
法) のまとめと進展

農業生物と ３ 農業生物の特 エ ①太陽エネルギーを 人間と植物、動物と 人間と植物、動物 １ プリント26
栽培環境 性 地球にとどめる植物 のかかわりについて とのかかわりにつ プリント28

(第２章 ②生命活動のエネル 理解し、農業学習に いて プリント33
１ 人間と植 ギーをつくる 取り組める。 プリント36
物・動物との ③生き物の世界のつ 環境と調和した農 レポート37
かかわり) ながり 環境と調和した農業 業を続けるために 実習観察41

④とぎれることのな が人類社会の持続的 考 査42
い物質のつながり な発展に不可欠であ 考 査43
⑤人間の営みとして ることを理解する。
の農業
⑥環境と調和した農
業を続けるために

４ 栽培環境の要 オ ①作物栽培とその管 作物の成長と管理作 作物の栽培管理 プリント29
素 理 業の意味を結びつけ 種のつくりと働き プリント31
(第２章 ②種子と発芽 て理解する。 発芽に必要な環境 実習観察38
２ 作物の一 ③成長のしくみと成 条件 考 査44

下 生と栽培のし 長期の栽培管理 作物の繁殖のしくみ 成長のしくみ
くみ) ④作物の繁殖 を理解する。 繁殖の技術

農業生産の ５ 農業生物の栽 カ ① 栽培の計画 イネの形状と栽培上 イネの一生と主な ２ プリント59
基礎 培・飼育 の性質を理解する。 性質 実習観察60

農業生産物の 考 査66
利用 生育段階に応じた管 課題設定と栽培計 行動観察58
農業生産の計 理作業の手順や内容 画 レポート61
画・管理・評 を理解する。
価
(第３章 イネの栽培計画を立
１ イネ) てることができる。

５ 上 農業生産の キ ②育苗 よいたねもみを選ぶ 選種 ４ プリント62
基礎 ことができる。 実習観察64

実習観察68
たねもみの予措につ 実習観察71
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いて理解する。 考 査65
たねもみの予措 実習観察64

たねまきや育苗管理 実習観察68
を確実に行うことが 考 査74

中 できる。 苗の育て方 プリント67
実習観察73
考 査75

よい苗の条件 プリント69
実習観察70
レポート72

（生育調査） 考 査75
考 査87

ク ③植え付け 水田の機能を理解す 水田の機能 ４ プリント76
下 る。 プリント77

考 査83
本田の準備を行うこ 本田の準備 実習観察81
とができる。 考 査82

植え付けの方法 プリント78
植え付けの方法を理 実技試験79
解し、確実に行うこ
とができる。

６ 上 農業学習と ６ 学校農業クラ ケ ①学校農業クラブの 学校農業クラブの活 学校農業クラブ活 １ 行動観察191
学校農業ク ブ活動 目的 動目的と内容を理解 動の目的及び組織 行動観察192
ラブ活動 (第１章 ②学校農業クラブの し、積極的に参加す と活動 レポート193

４ 学校農業 組織と活動 る意欲を持たせる。 テスト194
クラブ活動) 行動観察195

農業と人間 ７ 農業と食料供 コ ①人間と農業 人間と農業とのかか 人間と農業とのか １ 行動観察2
生活 給 ②農業の形態 わりを理解し、世界 かわり プリント5

(第４章 における農業の移り 移りゆく世界の農
１ 農業と自 代わりを知る。 業
然・社会との
かかわり サ ①わが国の農業を支 わが国の農業技術と 農業を支える自然 １ プリント1
２ 我が国の える自然資源 自然環境の特徴を理 資源 プリント4
農業と食糧供 ②わが国の農業の姿 解する。 わが国の農業の姿 レポート6
給) ③わが国の農業生産 農業生産技術の特 考 査7

技術の特色 食品産業の現状を知 色と問題点
④食料の消費と食品 り、食生活のあり方 農産物流通のしく
産業 を考える。 み

農業生産 ８ (第３章 シ ④植え付け後の管理 イネの生育過程に合 栽培管理（生育調 ６ プリント84
中 の基礎 １ イネ) わせた水管理ができ 査） プリント85

る。 実習観察99
プリント49

追肥の適期を判定 実習観察89
し、追肥を行うこと レポート100

下 ができる。 考 査86
レポート101

病害虫の防除や除草 水の管理 プリント88
を確実に行うことが プリント93
できる。 実習観察94

考 査90
７ 上 中間考査 追肥 プリント91

プリント98
実習観察92
プリント93
実習観察96
考 査95
考 査97

病害虫の防除 行動観察46
プリント48

中 レポート50
実習観察51

除草 プリント46
プリント48
レポート50
実習観察51

農業生物 ９ 栽培環境の要 ス ①作物栽培と環境② 栽培環境にかかわる 栽培環境とその要 １ プリント45
と栽培環境 素 作物の生育と大気の 環境の要素を理解 素 プリント47

(第２章 環境 し、栽培環境と管理 作物栽培と気象・ プリント49
３ 作物をと ③作付体系と環境 作業に生かすことが 気候 考 査53

下 りまく環境と ④作物の生育を支え できる。 土の働き 考 査56
その管理) る土 肥料とその役割 考 査57
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⑤作物のからだを作 病気・害虫・雑草
る養分
⑥作物をとりまく生

８ 下 物 １
９ 上 農業生産 １ (第３章 セ ⑤収穫 米粒の成熟過程を理 米粒の成熟過程 ８ 実習観察105

の基礎 ０ １ イネ) 解し、収穫適期が判 実習観察106
定できる。 プリント107

考 査104
収穫から調整までの 考 査108
作業手順を理解し、 収穫の適期 行動観察109
実施できる。 プリント110

中 レポート111
収量診断の方法を理 実習観察117
解し、実施できる。 考 査118

収量診断 行動観察115
期末考査 実習観察112

実習観察116
考 査113

下 考 査114
刈取り 行動観察115
脱穀 実習観察116
仕上げ乾燥 実習観察117
調整 考 査118

上 １ ソ ⑥加工・利用 食味試験により米の 食味試験 ４ 行動観察10 167
１ 評価ができ、考察で 米の加工食品 プリント168

きる。 レポート119
中 考 査120

米の加工食品につい 考 査170
て理解する。

タ ⑦プロジクトのまと 栽培作業や実験・観 設定した課題に対 ４ レポート121
め 察・調査などの記録 する結果をまと レポート125

下 を整理する。 め、考察する。 行動観察129
レポート122

設定した課題に対す レポート126
る結果をまとめ、考 レポート131
察する。 プリント123

レポート127
反省・評価を行い、 レポート133
次のプロジェクトへ レポート134
発展させる。 レポート124

レポート128
レポート135
レポート136

上 農業生物 １ 栽培環境の要 チ ①家畜と飼育 家畜に関する基礎知 家畜に関する基礎 ４ 行動観察11 30
と栽培環境 ２ 素 ②おもな家畜の一生 識を身につけ、飼育 知識（成長・繁殖 行動観察138

(第２章 と生産 と環境との関係につ ・飼料・環境） プリント32
４ 家畜の一 ③家畜の成長と繁殖 いて理解する。 プリント139
生と飼育) ④家畜の飼料と栄養 実習観察39

⑤飼育環境の管理と 実習観察140
整備 考 査141

考 査142
農業生産の １ 農業生物の栽 ツ ①飼育の計画 ニワトリの形状と飼 ニワトリの一生と ２ 行動観察143
基礎 ３ 培・飼育農業 育上の性質を理解す 主な性質 プリント144

生産物の利用 る。 プリント145
農業生産の計 実習観察146

中 画・管理・評 生育段階に応じた管 課題設定と飼育の 考 査147
価 理作業の手順や内容 計画
(第３章 を理解する。
ニワトリ)11

ニワトリの飼育計画
を立てることができ
る。

テ ②ふ化 卵の構造を理解し、 卵の準備 ２ 実習観察148
下 ふ卵器を操作 考 査149

することができる。 ふ化の実際
上 ト ③育すう 育雛方法を理解し 育雛の準備 ４ プリント12 152

て、適切に管理を行 実習観察154
うことができる。
各段階に応じて、適
した資料を与えるこ 初生びなの管理 行動観察150
とができる。 幼びなの管理 実習観察151
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中びなの管理 プリント153
中 大びなの管理 レポート155

実技試験156
ナ ④産卵鶏の飼育 産卵鶏の特性を知 産卵鶏の特性 ２ 実習観察162

り、産卵のしくみを 産卵 考 査161
下 理解する。 ニワトリの見分け プリント160

少産鶏の見分け方を 方
習得する。 病気と対策
病気を早期に発見で
きるようになる。

１ 中 ニ ⑤ブロイラーの飼育 ブロイラーの特性を ブロイラーの飼 ７ プリント158
理解し 飼育できる 育 レポート、 。 155

下 考 査157

ブロイラーの加工技 ブロイラーの加工 行動観察163
術を習得する。 実習観察164

実技試験165
考 査166

２ 上 １ ヌ ⑥プロジェクトのま 飼育作業や実験・観 設定した課題に対 レポート171
４ とめ 察・調査などの記録 する結果をまと ４ レポート172

を整理する。 め、考察する。 レポート174
レポート175

設定した課題に対す レポート176
る結果をまとめ、考 レポート177
察する。 レポート178

中 反省・評価を行い、
次のプロジェクトへ
発展させる。

農業と人間 １ 農業と環境保 ネ ①自然生態系と農業 農業が環境や国土の 自然生態系と農業 プリント8
生活 ５ 全 生産 保全に果たす役割を 生産 プリント9

(第４章 ②永続的な農業と土 理解する。 国土の保全、環境 プリント10
３ 農業生産 壌の管理 の保全 １ レポート11
と環境の保 ③農業の国土・環境 環境を悪化させない 農業環境の整備 考 査12
全） 保全機能 農業技術を理解す 環境と調和した農 レポート13

下 ④農業環境の見直し る。 業 考 査14
⑤環境保全型農業 環境保全型農業

１ 農業の多面的 ノ ①食料の供給 農業・農村のもつ社 地域経済の活性化 ２ プリント15
６ 役割 ②地域活性化の原動 会的な機能や多面的 農業のサービス機 プリント16
(第４章 力 な機能について理解 能・社会教育の場 プリント19
４ 農業と農 ③農業と農村の快適 する。 ・やすらぎと憩い レポート22
村の役割 性 の場 考 査23

④農業生物のセラ 癒しとしての効果
ピーへの活用 園芸療法・動物療
⑤文化の形成と継 法
承 地域文化と私たち

の役割
５ これから ハ ①２１世紀農業の課 これからの農業の技 ２１世紀農業の課 プリント17
の農業・農 題 術と生産のあり方を 題 プリント18
村) ②持続可能な農業に 考える。 これからの生き方 プリント20

向けて と学習のために レポート24
③都市と農村の交流 １年間の学習を
④これからの生き 振り返り、今後の学
方と学習のために 習に生かす

ようにする。

学年末考査
３ 上 農業科学基礎のま ２ 行動観察179

とめ レポート184
４６ ４３ ４５ ５４計 70
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（ 、 ）Ⅳ 学習指導計画１ 学習進行過程 観点別評価の計画・方法に主眼をおいた指導案

。２種類の様式を提示する

形式的内容

日時・場所・指導者名等

内指導と評価に関する

容

単元全体の目標及びこの目標に

対応する指導と評価の計画を記

載

単元の目標

年間指導計画表に記載した

単元の目標を記載

← 指導観

← 生徒の実態

指導と評価の計画

・指導内容とその配当時間

の設定

・学習内容ごとの具体の評

価規準の設定

・本時の具体の評価規準の

設定

↓

本時の目標の設定

具体的指導内容 到達目標 生徒の学習活動 学習進行過程 評価計画授

指導の展開を学習 学習の場面ご 指導者が想定した 授業の構成を 具体の評価規準とそ業

の場面として捉え とに目標とする 生徒の学習活動を具 明示し、各評価 の評価方評価法を示展 、

その場面ごとの表 生徒の姿を記述 体的に記述する。 項目に対応する す。評価規準表に記開

題を記載する。 する。 学習内容が他の科 評価の場面が明 載されたものをもとに

目に跨る場合には、 確になるように 作成された年間指導関

。す 欄を分割し、どの科 する。 計画表に対応させる

目の内容であるか明る 内

確にしておく。容
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（指導の留意点、観点別評価の計画・方法に主眼をおいた指導案）学習指導計画２

形式的内容

日時・場所・指導者名等

内指導と評価に関する

容

単元全体の目標及びこの目標に

対応する指導と評価の計画を記

載

単元の目標

年間指導計画表に記載した

単元の目標を記載

← 指導観

← 生徒の実態

指導と評価の計画

・指導内容とその配当時間

の設定

・学習内容ごとの具体の評

価規準の設定

・本時の具体の評価規準の

設定

↓

本時の目標の設定

>

具体的指導内容 到達目標 生徒の学習活動 評価計画 指導上の留意点授

指導の展開を学習 学習の場面ご 指導者が想定した 具体の評価規 指導及び評価に関す業

の場面として捉え とに目標とする 生徒の学習活動を具 準とその評価方 る教師の留意点を簡展 、

その場面ごとの表 生徒の姿を記述 体的に記述する。 法を示す。評価 潔にまとめる。開

題を記載する。 する。 学習内容が他の科 規準表に記載さ 評価方法の詳細をに

目に跨る場合には、 れたものをもと 記述することで、指関

欄を分割し、どの科 に作成された年 導上の配慮事項を明す

目に内容であるか明 間指導計画表に 確にする。る 内

確にしておく。 対応させる。容
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学 習 指 導 案（様式１）

教科・科目 農業・農業科学基礎 指導者 指導学級 科 年生

授業日時 平成 年 月 日（ 曜日）第 時限 授業場所

使用教科書 農業科学基礎（実教） 補助教材 プリント・苗・育苗箱

単 元 育 苗

単元の ・よいたねもみを選ぶことができる。
指導目標 ・たねもみの予措について理解する。

・たねまきや育苗管理を確実に行うことができる。
指 導 観 たねまきのもみの量を変えることにより、苗の生育にどのような違いがでるかを考えさせ、環境による苗の生長の変化から

よい苗の条件を考察できるようにする。また、米作りにおいての苗作りの重要性について考えさせる。
おとなしくまじめなクラスで、物事を一生懸命考えようとする生徒が多く見られるが、全体的にやや積極的に欠ける。生徒の実態 自主的に取り組むことや問題を自分で解決しようとする習慣が身に付いていない。

学 習 内 容 時間数 評 価 計 画 (具体の評価規準) 備 考
62 64 65 67 68 69 71 73 74 75

指導計画及 （１）選種 １ ○ ○ ○ ○ ○
び評価計画 （２）たねもみの予措 １ ○ ○ ○

（３）苗の育て方 １ ○ ○
（４）よい苗の条件（生育調査） １ ● ● 本時 ：１時間中１時間
米作りにおいて苗のよしあしがその後の生育に大きく影響することを理解し、よい苗の条件を理解できるようにする。本時の目標 よい苗と悪い苗を見分け、よい苗を選ぶことができるようにする。

生 徒 の 学 習 活 動 評 価 計 画
指導内容 到達目標 学習進行過程 具体の評 評価方法

価規準 事中評価 事後評価

前回の内容確認 たねまきの方法に ・たねまきを４つの条件（20g･60g･ 【課題設定】
導 ついて確認する。 120g･240g）で行った場合、発芽の仕 「よい苗の条件は何

方の違いを観察する。 か？」

入

①苗の観察 条件の違いによる ・たねまきを４つの条件（20g･60g･ 【課題解決過程】
苗の発育の違いに 120g･240g）で行った場合の苗の発育 〈探求〉
ついて考える。 の違いについて、育苗箱の苗で観察 苗の発育の違いを考える

する。
〈探求〉
草丈・根数・葉色などを

よい苗と悪い苗を ・４つの苗（20g･60g･120g･240g）を 比べ、よい苗を選ぶ。
判断する条件につ それぞれ抜き取り、班ごとに観察・ ↓
いて考える。 スケッチをする。 〈理解〉

条件にあったよい苗を
展 ・各班ごとによい苗を選んだ理由を 選ぶことができる。 ６９ 行動観察 プリント

考え発表する。ｌ 〈理解〉
茎が太くがっちりした苗

② よい苗とは よい苗とはどのよ ・よい苗とは植え付け後、早く活着 がよい苗であることを理
うな苗か理解す して成長を始める苗であることがわ 解する。
る。 かる。

・ 茎の基部が太くて短く、葉身の 〈探求〉
幅は広長さは短い。また、太くて長 よい苗の条件とは？
い根をたくさん出している。 ↓

〈理解〉
よい苗の三つの条件が満

③よい苗の条件 よい苗の三つの条 ・その他のよい苗の条件を考える。 たされている苗で、特に
件を理解する。 ・以下の３つの条件が大切であると 第三の条件が重要である ６９ プリント

いうことを理解する。 ↓
第一の条件
病害虫におかされていないこと。 【課題の解決】
第二の条件 風乾重の大きい苗は、茎
苗ぞろいがよいこと。 に多くの養分を含んでい
根がマット状になっていること。 るため、活着が早く成長 ７５ プリント
第三の条件 も早い。従って太くがっ
風乾重が大きく充実度が高いこと ちりした苗がよい米作り

につながる。

開 ④苗作りの重要 「苗半作」の意味 ・安定した収量をあげるためにはよ
性 と苗作りの大切さ い苗を育てる必要があることがわか

を理解する。 る。

本時のまとめ よい苗の条件につ ・よい苗の条件を確認し、苗作りの
ま いてまとめ、理解 重要性を確認する。
と する。 ・よい苗を作るためにはどのような
め 管理が必要かを理解する。
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学 習 指 導 案（様式２）

教科・科目 農業・農業科学基礎 指導者 指導学級 科 年生

授業日時 平成 年 月 日（ 曜日）第 時限 授業場所

使用教科書 農業科学基礎（実教） 補助教材 プリント・苗・育苗箱

単 元 育 苗

単元の ・よいたねもみを選ぶことができる。
指導目標 ・たねもみの予措について理解する。

・たねまきや育苗管理を確実に行うことができる。
指 導 観 たねまきのもみの量を変えることにより、苗の生育にどのような違いがでるかを考えさせ、環境による苗の生長の変化から

よい苗の条件を考察できるようにする。また、米作りにおいての苗作りの重要性について考えさせる。
おとなしくまじめなクラスで、物事を一生懸命考えようとする生徒が多く見られるが、全体的にやや積極的に欠ける。生徒の実態 自主的に取り組むことや問題を自分で解決しようとする習慣が身に付いていない。

学 習 内 容 時間数 評 価 計 画 (具体の評価規準) 備 考
62 64 65 67 68 69 71 73 74 75

指導計画及 （１）選種 １ ○ ○ ○ ○ ○
び評価計画 （２）たねもみの予措 １ ○ ○ ○

（３）苗の育て方 １ ○ ○ ○
（４）よい苗の条件（生育調査） １ ● ● 本時：１時間中１時間
米作りにおいて苗のよしあしがその後の生育に大きく影響することを理解し、よい苗の条件を理解できるようにする。本時の目標 よい苗と悪い苗を見分け、よい苗を選ぶことができるようにする。

評 価 計 画指導内容 到達目標 生 徒 の 学 習 活 動 具体の評 評価方法 指導上の留意点
価規準 事中評価 事後評価

前回の内容確認 たねまきの方法に ・たねまきを４つの条件（20g･60g･ 種まきの方法について
導 ついて確認する。 120g･240g）で行った場合、発芽の仕 確認し、発芽の違いに興

方の違いを観察する。 味を持たせる。

入

①苗の観察 条件の違いによる ・たねまきを４つの条件（20g･60g･ ４つの条件の違いによ
苗の発育の違いに 120g･240g）で行った場合の苗の発育 る発芽の違いについて班
ついて考える。 の違いについて、育苗箱の苗で観察 ごとに考えさせる。

する。

抜き取った苗の草丈・
よい苗と悪い苗を ・４つの苗（20g･60g･120g･240g）を 根数・葉色などが条件に
判断する条件につ それぞれ抜き取り、班ごとに観察・ よって違うことに気づか
いて考える。 スケッチをする。 せ、後に発表をすること

を念頭におかせスケッチ
展 ・各班ごとによい苗を選んだ理由を ６９ 行動観察 プリント させる。

考え発表する。ｌ 各班の発表に興味を持
たせる。

② よい苗とは よい苗とはどのよ ・よい苗とは植え付け後、早く活着
うな苗か理解す して成長を始める苗であることがわ
る。 かる。

・ 茎の基部が太くて短く、葉身の 茎が太くがっちりした
幅は広長さは短い。また、太くて長 苗が良い苗であることに
い根をたくさん出している。 気づかせる。

③よい苗の条件 よい苗の三つの条 ・その他のよい苗の条件を考える。 良い苗の条件を確認さ
件を理解する。 ・以下の３つの条件が大切であると ６９ プリント せ、特に第３の条件が重

いうことを理解する。 要であることを説明し、
第一の条件 気づかせる。
病害虫におかされていないこと。
第二の条件
苗ぞろいがよいこと。
根がマット状になっていること。 ７５ プリント
第三の条件
風乾重が大きく充実度が高いこと

風乾物の大きい苗は、
開 ④苗作りの重要 「苗半作」の意味 ・安定した収量をあげるためにはよ 茎に多くの養分を含んで

性 と苗作りの大切さ い苗を育てる必要があることがわか いるいるため、活着が早
を理解する。 る。 く成長も早い。従って、

がっちりした苗がよい米
作りにつながることを理
解させる。

本時のまとめ よい苗の条件につ ・よい苗の条件を確認し、苗作りの
ま いてまとめ、理解 重要性を確認する。
と する。 ・よい苗を作るためにはどのような
め 管理が必要かを理解する。
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Ⅴ 評価から評定を算出する方法
観点別学習状況の評価のための総括の場面としては （１）単元（題材）における観点ごとの評価、

の総括 （２）学期末における観点ごとの評価の総括 （３）学年末における観点ごとの評価の総括、 、

の３段階が考えられる。

この３段階の具体的方法について、科目「農業科学基礎」を例として以下に示す。

（１）単元ごとの観点別学習状況の総括・・・単元「育苗」を例として

①年間指導計画表をもとに 「単元の評価計画表」を作成する。、

（年間指導計画表より抜粋）

単 元 単元ごとの到達目標 学習内容 時 評 価 計 画 評価の場

間 ａ ｂ ｃ ｄ 面・方法

キ 育苗 良いたねもみを選ぶ ( )選種 １ ６２ ６５ プリント1

ことができ、その予 ６４ 実習観察

措について理解をす ６８ 〃

る。また、種まきや ７１ 〃

育苗管理を確実に行 ７４ 考査

うことができる。 ( )たねもみ １ ６４ 実習観察2

の予措 ６８ 〃

( )苗の育て １ ６７ プリント3

方 ７３ 実習観察

( )良い苗の １ ６９ プリント4

条件 ７５ 考査

（ ）生育調査

②一人一人の生徒について、観点別に総括することを配慮して、具体的評価項目を４つの観点ご

とに整理し総括表を作成する。

＜単元ごとの観点別評価の総括表＞

観点 具体的指導項目
氏 名 （１） (２) (３) (４)
○○ ○○ ａ ６２ ６７

ｂ ６４ ６８ ６４ ６８ ６９
ｃ ７１ ７３
ｄ ６５ ７４ ７５

③それぞれの生徒について、評価規準に照らしてＡＢＣの評価をする （各評価規準が概ね満足。

されたものをＢとし、それ以上がＡ、以下がＣ）

＜単元ごとの観点別評価の総括表＞

観点 具体的指導項目
観点別総括評価氏 名 （１） (２) (３) (４)

○○ ○○ ａ Ｂ Ｂ Ｂ
ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ
ｃ Ａ Ａ Ａ
ｄ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
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△△ △△ ａ Ｂ Ｂ Ｂ
ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
ｃ Ｂ Ｂ Ｂ
ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

□□ □□ ａ Ａ Ａ Ａ
ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
ｃ Ｂ Ｂ Ｂ
ｄ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

（２）学期末の観点別学習状況の総括

上述した「単元ごとの観点別評価」をすべての単元において実施し、その結果を表にまとめた

ものが、以下の表である。ここでは、単元ごとの評価Ａを３、Ｂを２、Ｃを１とし、その平均値

の少数第一位を四捨五入した数が３をＡ、２をＢ、１をＣとして総括した。

＜第１学期の観点別評価総括表＞

氏 名 観 単 元 観点別評価の総括 １０段階評価
キ点 ア イ ･･････････ カ

○○ ○○ ａ Ａ Ａ ･･････････ Ｂ ＡＢ
ｂ Ａ Ｂ ･･････････ Ｂ Ｂ ８Ｂ
ｃ Ａ Ａ ･･････････ Ａ ＡＡ
ｄ Ｂ Ａ ･･････････ Ｂ ＢＢ

△△ △△ ａ Ｂ Ｃ ･･････････ Ｃ ＣＢ
ｂ Ｃ Ｂ ･･････････ Ｃ Ｂ ４Ｂ
ｃ Ｂ Ｂ ･･････････ Ｃ ＢＢ
ｄ Ｃ Ｂ ･･････････ Ｃ ＣＣ

□□ □□ ａ Ｂ Ｂ ･･････････ Ｂ ＢＡ
ｂ Ｂ Ｃ ･･････････ Ｂ ＢＣ

、 、 。また 観点別評価の総括の結果から１０段階評価への置き換えについては 下表に基づいて実施した

＜観点別評価から１０段階評価への換算表＞

Ａ・Ｂ・Ｃの数 典型的パターン １０段階評価 評定
Ａ４個 ＡＡＡＡ １０ ５
Ａ３個・Ｂ１個 ＡＡＡＢ ９ ５
Ａ２個・Ｂ２個 ＡＡＢＢ ８ ４
Ａ３個・Ｃ１個 ＡＡＡＣ ８ ４
Ａ２個・Ｂ１個・Ｃ１個 ＡＡＢＣ ７ ４
Ａ１個・Ｂ３個 ＡＢＢＢ ７ ４
Ａ１個・Ｂ２個・Ｃ１個 ＡＢＢＣ ６ ３
Ｂ４個 ＢＢＢＢ ６ ３
Ａ２個・Ｃ２個 ＡＡＣＣ ５ ３
Ｂ３個・Ｃ１個 ＢＢＢＣ ５ ３
Ａ１個・Ｂ１個・Ｃ２個 ＡＢＣＣ ４ ３
Ｂ２個・Ｃ２個 ＢＢＣＣ ４ ３
Ａ１個・Ｃ３個 ＡＣＣＣ ３ ２
Ｂ１個・Ｃ３個 ＢＣＣＣ ３ ２
Ｃ４個 ＣＣＣＣ ２ ２
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（３）学年末の観点別学習状況の総括

ここには、学年末の観点別学習状況の総括方法の一例を示す。いろいろな総括方法が考えらる

ことから、どのような方法を採用するかは、各学校の置かれた状況等により、全職員の理解のも

と、決定されるべきものと考えられる。

＜「農業科学基礎」の観点別評価総括表＞の一例

氏 名 項目 １学期 ２学期 ３学期 １０段階評価観点別総括評価

○○ ○○ ａ Ａ Ｂ ＡＡ

ｂ Ａ Ｂ Ｂ ７Ｂ

ｃ Ａ Ｂ ＢＡ

ｄ Ｂ Ｂ ＢＢ

△△ △△ ａ Ｂ Ｃ ＣＣ

ｂ Ｂ Ｃ Ｂ ４Ｂ

ｃ Ｃ Ｂ ＢＢ

ｄ Ｃ Ｃ ＣＣ

□□ □□ ａ Ｂ Ｂ ＢＢ

ｂ Ｃ Ｂ ＢＢ

各学期の評価Ａを３、Ｂを２、Ｃを１とし、以下の計算式をもとに計算を行う。得られた数値の

小数第一位を四捨五入し、その数値が３のときＡ、２のときＢ、１のときＣとする。

なお、２３，３１，１６は、科目「農業科学基礎」年間指導計画表から算出したそれぞれの学期

における授業時数を表している。

２３ ３１ １６
１学期の評価× ＋２学期の評価× ＋３学期の評価×

７０ ７０ ７０

○○君の「関心・意欲・態度」はそれぞれの学期がＡＡＢであるから、数値にすると、３，３，

２となり、総括は以下のようになる。

計算により、２８７となる。これを四捨五入すると３となることからＡと総括できる。.

２３ ３１ １６
３× ＋ ３× ＋ ２× ＝ ０９９＋１３３＋０４６. . .

７０ ７０ ７０

＝ ２７８.

＝ ３ ・・・・・・Ａ

このように○○君の「思考・判断 「技能・表現 「知識・理解」についても同様に処理すること」 」

で、観点別評価の総括を行う。その結果、○○君の観点別総括評価はＡＢＢＢとなる。

学年末の観点別評価を上述した＜観点別評価から１０段階評価への換算表＞に基づいて１０段階

評価に換算する。生徒○○は、ＡＢＢＢであるから１０段階評価は７となる。
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Ⅵ 評価規準作成における参考
（１）具体の評価規準の作成にあたっての留意点と表現方法

留意点 ①この項目から、指導方法が自ずから明らかになるか。

②この項目から、生徒の活動をイメージできるか。

③この項目から、単元の重点指導項目が推察できるか。

④項目の内容と示された観点のあいだに整合性はあるか。

表現方法

関心・意欲・態度

・・・・・から・・・・・を見いだそうとしている。

・・・・・を活用して・・・をすすんで行おうとしている。

・・・することで・・・を考えようとしている。

・・・の関係から・・・を調べようとしている。

思考・判断

・・・を考察し ・・・・の関係を見いだすことができる。、

・・・の性質から ・・・を導き出すことができる。、

・・・について調べ、その結果から問題点を明確にすることができる。

・・・の結果から ・・・の特徴を明らかにできる。、

・・・の結果から ・・・を推定することができる。、

技能・表現

・・・の結果から ・・・の性質をまとめることができる。、

・・・の結果から ・・・を表にまとめることができる。、

・・・の記録から ・・・をグラフにまとめることができる。、

・・・を活用して ・・・を検出することができる。、

知識・理解

・・・を理解し、その知識を身に付けている。

・・・を説明できる。

・・・についての知識を身に付けている。
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） 観点別評価における評価方法（２

ア 評価の四観点と評価方法の関係

学力を観点別に評価しようとすれば、それぞれの観点に合った評価方法を選択する必要がある。

「 」 、 、「 」 「 」知識・理解 ならば ﾃｽﾄ法でも十分な資料が得られるが 思考・判断 や 関心・意欲・態度

となれば、問題解決の過程を観察する、あるいは解決する途上での作品や自己評価なども利用する必

要がある。１つの方法に頼ることなく、さまざまな方法を組み合わせて使うべきであるが、観点に合

った方法を重視することが大切である。

評価方法 例１

関心・意欲 思考・判断 技能・表現 知識・理解

評価方法 態度

観察法 ◎ ○ ◎ △

（行動、発言、発表、実技）

作品法 ◎ ○ ◎ △

（ノート、プリント、作品）

評定法 ◎ ○ ○ △

（ 、 ）評定尺度 序列法など

自己評価法 ◎ ○ ○ ○

（自己評価票、自由記述

テスト法 △ ○ △ ◎

（ﾍﾟﾊﾟｰﾃｽﾄ）

◎最も適した方法、○適した方法、△あまり適していない方法

評価方法 例２

評価方法 内 容

質問紙法 ・評価項目に合うような質問事項を設け、生徒に記入させそれを分析する。各質問

項目について自由に意見や考えを述べる自由応答式と、質問に対する応答を選択肢

として設ける制限応答式のものがある。

、 、 、 、 。・関心 意欲 判断 学習習慣 観賞についての度合いなどをみるのに適している

作品法 ・作品を通して、関心・意欲・態度、思考・ 判断、知識・理解など、あらゆる側面

の学力を総合的に評価する。また、テストや観察ではとらえにくい技能・表現をみ

るのにも適している。

観察法 ・日常場面での行動・発言・出来事などを観察し、記録を取り評価し指導に生かす

方法で、関心・意欲・態度、思考・判断、技能・表現の評価に適している。

評定法 ・観察法や作品法と組み合わせて、観察結果や記録をもとに、予め作成された一定

の尺度に従って評定する。関心・意欲・態度、思考・判断、技能・表現の評価に適

している。

チェック・ ・観察記録の方法として、指導・評価に生かす行動内容を予めリストアップしてお

リスト法 き、観察によってチェックしていく方法であり、関心・意欲・態度、技能・表現の

評価に適している。
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イ 目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）の技法

ノート①

従来、ノートは学習者である生徒による単なる「写し」あるいは「練習帳」と捉えられがちであっ

たが、新しい学力観では「思考・判断」や「関心・意欲・態度」などの「見えにくい学力」が重視さ

れるようになったため価値が高まってきた。例えば、ノートを定期的に点検することにより、生徒一

人ひとりの変容も知ることができるので、絶対評価の際には、チェックリストを用いるほか、特筆す

べきことがあったときには、そのことを補助簿などに記録しておくとよい。

また、ノートの評価では、教師の発信した情報がどのように解釈されているかの情報も含むため、

形式的評価、すなわち、生徒の学習の仕方だけでなく、教師の教え方の適否に関するフィードバック

情報も得られる。それにより、個に応じた指導が可能になる。

観察②

・観察記録

観察法は、すべてに科学の研究において、その出発点となるが、学習評価においてもそうである。

教師は、毎日、毎時、教室などにおいて、一定の生活場面における生徒の学習活動態度を観察して

いる。その観察記録は評価にとって重要な資料となる。教師が作成した学力テストが適用しにくい関

心・意欲・態度、技能などの評価では、これが重要な役割を果たすことになる。

なお、観察の対象が複雑であるときには、時間見本法（比較的短い時間、例えば５分とか１０分の

間、あるいは毎月の初めの５日間などにおこる行動を観察する方法）や行動見本法（観察すべき行動

の種類をあらかじめはっきり規定しておき、それらの行動の見本がおこるごとに記録する方法）など

が用いられる。

・観察項目

行動見本法では、評価すべき行動の見本を決めて、それを観察・記録することになっている。その

例としては、指導要録の「観点別学習状況」の欄であげられている「関心・意欲・態度」の観察項目

として示した以下の表が参考となる。

１ ～に気づく。 ９ ～の価値を認める。

２ ～に疑問をもつ。 １０ ～を楽しんでやる。

３ ～に好奇心をもつ。 １１ ～を自分から進んでする。

４ ～に注意する。 １２ ～について目標を高くもつ。

５ ～について観察する。 １３ ～を我慢してでもやる。

６ ～について質問する。 １４ ～を最後までやる。

７ ～について調べる。 １５ ～を実践し、応用する。

８ ～に好意をもつ。

～の部分に各科目の単元の目指す内容・項目を具体的に挿入し、その授業中の生徒の観察・記録し、

その結果を単元ごと、学期ごと、さらにはあ学年ごとにまとめれば、それぞれの時期の総括的評価の

資料として役立つ。

このように観察項目を立てることにより観察する人の先入観や偏りを防ぐことができる。自然に観

察するだけでは、観察者の偏見や先入観が入り、判断が主観的になりやすい。
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なお、観察では表面に現れた行動（顕型）だけにとらわれないで目に見えない部分（原型）にまで

目を通すことが必要である 「顔で笑って心で泣く」という場合もあるから、ただ漫然と生徒の行動。

を見ているだけではいけない。正しい評価をするためには、人を見る目を養うことが大事である。

質問紙③

これは、調査しようとする項目について、あらかじめ細目を印刷しておき、これを生徒に与えて、

各自に記入させる方法である。記入の方法には、例えば、上表の項目を質問の形にし 「はい、いい、

え」のどちらかに○をつけさせるもの、あらかじめ用意した数個の答えの中から該当すると思うもの

に○印をつけさせるもの、文章または語句で答えさせるもの、などがある。

質問紙法は、集団でも実施できるので便利であるが、質問の内容があいまいであったり、質問の文

章が難しかったりすると、生徒が判断できないことがある。また、質問がある一方的な答えを暗示す

るようなものであったり、あるいは一方を他方より多く選ばせるようなものであってはならない。さ

らに、その答えによって、社会的、道徳的な評価をさせると思うような質問もよくない。質問の内容

は、できるだけ簡単で、具体的にし、答えも簡単に記入できるようにすることが大事である。

レポート④

レポートは、何らかの課題を与え、文章の形で回答を求めるものである。生徒の思考力や論理力、

態度などを評価するときに用いられる。これらの観点についての実態を深いレベルで捉えることがで

きるという長所がある。

絶対評価として利用する際には、あらかじめ、評価の観点を作成しておき、Ａ：優れている、Ｂ：

ふつう、Ｃ：劣っている、の三段階で評価し、あとでＡ～Ｃに３～１点を割り当て、合計するという

方法である。

評価の観点としては、作成者が課題の目標との関連で決めるが、形式的評価（文字の使い方、言葉

の使い方、構成の仕方、文の長さと句読点）と内容的評価（着眼点、論理性、構成力、表現力、説得

力、創造性、意欲）に分けると、採点しやすい。また、複数の評価者により評価を行い、その平均を

求めると客観性のある評価が可能である。

作品⑤

、 、 、 。作品には 作者の意図によって表現された芸術的作品 造形物から文学作品 音楽作品まで幅広い

これらはいずれも、生徒の感情や態度が投影されているため、ノートと同様、評価対象としての価値

が高いものとなっている。作品を絶対評価で評価するには、チェックリストが向いている。しかし、

その際 「作品そのものに対する評価」と「作品による作者の評価」を分けて考えることが大切であ、

る。とくに 「新しい学力観」では、作品による作者の創造力や美的感覚、技能などの能力面ばかり、

でなく、学習に対する関心・意欲・態度、思考力、判断力、表現力も重視されるので、それらを評価

項目に含めるとよい。
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